
　

認知症サポーター ステップアップ講座『声かけ訓練』を開催

・頭では分かっていても実際とは違う。 
・相手にも人格があり、教科書どおりの会話の様にスムーズにはいかない。 
・笑顔で接することが大切、これから心がけていこうと思います。 
・手助けが出来るといいです。 
・家族の実際の気持ち、本音が聞けて、漠然と大変だと思っていたことが、すごく身近に感じ、実感できま
した。本当に介護というものはその家族だけでなく、地域や近所の方の支えが必要だと思いました。 
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来年度もサポーター養成講座及びステップアップ講座を積極的に企画していきます 

３月26日（土）古民家カフェぶらりにて開催し、延べ３０名の認知症サポーターが参
加しました。サポーターは具体的な活動に繋げられるように、介護家族の話を聞いた
り、地域で認知症の方を見かけたときの、声のかけ方を実践をもとに学びました。 

澤村さん発見!！ 
      演習①【行方不明者の捜索】 
行方不明になったのは、近所に住む７４歳女性 

一緒に住む夫から、妻が散歩に出かけたまま家に戻らない。と相

談があった。たびたび道に迷うことが増えてきており、以前も大新

島中のバス停からバスに乗り、大井川まで行ってしまったことがあ

る。 
いつも持ち歩いている黒いハンドバックに、ベージュの上着を着て
家を出ている。近所の人からは“よし子さん”と呼ばれている。 

大新島で行方不明になった４人 

情報をもとに捜索＆声かけ 

グループで意見交換 

気になる男性 山口さん 

         演習② 

 【気づきから声かけ】 
日課のウォーキング中に言動の

おかしな高齢男性を見かける。 

声をかけても、そぐわない返答

ばかり。 

参加者の声 


